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位置
当別町は⽯狩平野の北部、北海道の中⼼「札幌圏」に
位置。札幌市に隣接し、札幌都⼼部から⾞で約４５分、
ＪＲでは約３５分、新千歳空港まで⾞で約７０分の位
置にあります。

地勢
⾯積４２２．８６ｋ㎡、東⻄２６ｋｍ、南北は４７ｋｍ
と南北に細⻑く広がり、森林が⾏政⾯積の６０％を占め、
冬は管内でも有数の豪雪地帯です。

２０１６年９⽉１⽇現在
⼈⼝： １６，７１０⼈
世帯： ７，６２２世帯

気候（平成２５年度）
最⾼気温：３１．２℃
最低気温：－２０．９℃
降雪累計：９５７ｃｍ
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■ＪＲの電化、国道３３７号当別
バイパスの４⾞線化による交通ア
クセスの充実 ⇒ 近隣都市に⼈
や購買⼒が流出

■町内企業の不振から、雇⽤環境
が悪化しており、若い世代の⼈⼝
流出の原因となっている。

■企業誘致を進めたい国道沿線の
地域は農地法や農業振興地域の整
備に関する法律により保全すべき
農地として位置付けられているた
め、企業誘致と農業振興の両⽴を
図ることが難しい。

■地元に医療系の⼤学はあるが、
アパート等の住居の不⾜やアルバ
イト等の雇⽤の場が少ないため、
町内に居住している学⽣が少ない。

■札幌市と当別町を結ぶ「札幌⼤橋」の完成により、宅地開発が急
増。⼈⼝流⼊が進み２０００年には２０，０００⼈を超えた。
■宅地開発が終息すると⼈⼝減少に転じ、２０１６年９⽉１⽇現在
で１６，７１０⼈まで減少。
■⼈⼝減少と併せて少⼦⾼齢化も進⾏。出⽣率（2013年データ）
は１．０１と北海道内ワースト２となっている。
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■ 札幌都⼼部から⾞で約４５分、ＪＲでは約３５分、また新千歳空港からは⾞で約７０分とア
クセスに優れている。
■ 豊かな⾃然環境と⽥園⾵景の中で都市機能を損なわずにゆったりとした暮らしが可能である。
■ 農業が基幹産業であり、豊富な種類の穀物、野菜類、畜産物、花きを⽣産。
■ 道央圏の物流・⼈軸となる国道３３７号沿線に現在、道の駅を建設中（平成２９年完成予定）。
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　当別町が抱える課題を解決し、⼈⼝減少克服・地⽅創⽣を実現するため
には「産業⼒の強化」と「町に⼈を呼び込む『定住・交流の促進』」の
推進が必要です。そのために次の施策を提案します。

当別町が有する豊かで多彩の農資源と、道央圏連絡道路による物流アクセスの優位性を活か
し、⾷品加⼯・製造・流通・販売企業の誘致を促進して、当別町内に「⾷の総合拠点づくり」
として構築する。

⾸都圏からのアクテイブシニアの移住を促進し、多世代が⽣き⽣きと暮らせる理想の新しい
まちづくりを構築する。

スポーツ施設（野球場）を核とし、商業施設などの複合的な機能を組み合わせた魅⼒的な
“ボールパークタウン”を構築する。
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当別町提案箇所計画案
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第１３条第２項
 農⽤地等以外の⽤途に供することを⽬的として
農⽤地区域内の⼟地を農⽤地区域から除外するた
めに⾏う農⽤地区域の変更は、５つの要件を満た
さなければならない。

第２条
 農地所有適格法⼈の要件

第３８条第１項
 臨時的かつ短絡的な就業（雇⽤によるものを除
く。）⼜はその他の軽微な業務に係る就業（雇⽤
によるものを除く。）を希望する⾼年齢退職者の
ために、これらの就業の機会を確保し、及び組織
的に提供すること。

第７８条
 ⾃家⽤⾃動⾞は、有償で運送
の⽤に供してはならない。
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■ ６次産業化の推進
■ 農産物の産出量の拡⼤
■ 農産物・加⼯⾷品等の道外への供給、海外への輸出強化
■ 農業所得向上により地域経済が活性化
■ 雇⽤創出による⼈⼝増加

■ ⾸都圏の介護需要の抑制に寄与
■ 雇⽤創出による⼈⼝増加
■ 新たなビジネスモデルの確⽴と⾼齢者市場の開拓による地域経
済の活性化
■ 空き家など既存ストックの効果的な活⽤促進
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